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Chapter9　映画表現の発達　(4）　日本映画の百年 
1.日本における映画以前の‘映画’　のぞきからくり、写し絵などに見る「フィルムプラクティス」の存在
2.日本映画の黎明　　・・・以下の時代区分は大島渚『日本映画の百年』によっているが定説ではない
・日本への映画輸入1896年＝リュミエール兄弟の映画発明（1895年）の翌年。
・日本人による製作は、当時のゴシップ事件や歌舞伎の舞台（『紅葉狩』1899）の撮影

・1914年『忠臣蔵』牧野省三（日本最初の映画監督と言われている）
・1921年『路上の霊魂』小山内薫・村田実　・・・映画を演劇から解放しようとする運動
・1927年『忠次旅日記』伊藤大輔　　・・・御用脚本家として働き続けたの伊藤29歳の青春の夢と怨念の爆発
・1930年『何が彼女をさうさせたか』鈴木重吉　　・・・傾向映画の時代。経済の悪化・労働運動・農民運動の激化に対する弾圧の中で、資本主義社会の矛盾と冷酷をあばこうとした。

3.第1の黄金時代　―1930年代

　　サイレント映画からはじまる黎明期から、社会的テーマへと目をむけた日本映画が、演劇の型やイデオロギーの要請にとらわれず、日本社会と、その根幹である「家」に生きる個人の姿を冷静に見つめた最初の黄金時代。
・1936年　『浪華悲歌（なにわエレジー）』『祇園の姉妹』ともに溝口健二
　・・・同年日本映画監督協会結成。（「226事件」勃発。中国との本格的戦争が始まる）
・1937年『人情紙風船』山中貞雄　・・・この作品を最後に召集されて中国戦線に赴き、翌年２８歳で戦病死。
戦争の足音

・1939年　映画法制定（ナチスドイツを模した制度）　亀井文夫の記録映画『戦ふ兵隊』（1939）上映禁止に

・1942年『ハワイ・マレー沖海戦』山本嘉次郎

・1943年『無法松の一生』稲垣浩　　陸軍将校の未亡人とその子供に対する一人力車夫の献身。
　　・・・検閲により「車夫ごときが、将校の未亡人を、密かにであろうとも慕うのは何ごとかと」映画をずたずたにカット
・満州映画協会における“王道楽土”路線の映画製作
4.第二の黄金時代　―1950年代前半

戦時下において抑圧されてきた映画表現が、戦後の社会復興のなかで解放され、力のこもった作品が出て、国際的な映画賞をつぎつぎに受賞して日本映画を世界に知らしめた第二の黄金時代。

・1946年『わが青春に悔い無し』黒澤明戦後第一作、『大曾根家の朝（あした）』木下恵介
　・・・戦前戦中の権力に対する激しい弾劾と、戦後日本への明るい希望に満ちていた

・1950年『羅生門』黒澤明　・・・ベニス映画祭グランプリ、1951年　『めし』成瀬巳喜男、1952年『西鶴一代女』溝口健二、1953年　『雨月物語』溝口健二、『東京物語』小津安二郎、そして1954年　『七人の侍』黒澤明

映画産業の凋落　・1957年頃をピークに映画産業の長期低落が明らかに-
政治の季節の到来、多様な映画製作システムの試み　・大手映画会社の経営不振とスタジオシステムの崩壊　
・1960年　『青春残酷物語』　『日本の夜と霧』大島渚、『裸の島』新藤兼人　

　・・・“日本のヌーベルバーグ”　大島渚、羽仁進、勅使河原宏ら
５.第三の黄金時代　―1960年代から70年代はじめ

戦中生まれ戦後育ちの監督達の多様な才能が、あらゆる物質的困難にも関わらず自由に花咲いた時代
・1963年『にっぽん昆虫記』今村昌平、1965年『東京オリンピック』市川崑、『飢餓海峡』内田吐夢、1967年『日本の一番長い日』岡本喜八、1968年『黒部の太陽』熊井啓1969年～『男はつらいよ（シリーズ）』山田洋次、1972年『約束』斎藤耕一、1973年～『仁義なき戦い（シリーズ）』深作欣二、1974年『竜馬暗殺』黒木和雄
6.日本的風景の変貌　映画のこれから

自主映画出身の監督たちの台頭、CMや異業種からの才能の参入
・1976年『青春の殺人者』長谷川和彦、1977年『HOUSE』大林宣彦、1978年『サード』東陽一、1978年『突撃博多愚連隊』石井聰互、1979年『限りなく透明に近いブルー』村上龍、1980年『野獣死すべし』村川透、1980年『狂い咲きサンダーロード』石井聰互、1983年『家族ゲーム』森田芳光、1985年『台風クラブ』相米慎二、1989年『どついたるねん』阪本順治、『その男凶暴につき』北野武、1992年『きらきらひかる』松岡錠司、岩井俊二1995年『LOVE　LETTER』、
1996年『Heｌｐless』青山真治 、1997年『ラヂオの時間』三谷幸喜、1998年『中国の鳥人』三池崇史
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